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［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

年々イベント内容の充実を図ってきたことで、参加者数が増加している。Ｒ２年度は東京２０２０大
会開催年のため、Ｒ２年４月（予定）に東京２０２０大会１００日前イベントとして、イベント内容を拡充
して実施する。

拡大

手段の適切性 3 アスリートコーディネートをはじめとする実施業務を専門業者に委託したため、企画・運営ともに円滑に行うこと
ができた。

目的達成度 4 参加者が前年度を大きく上回り、各種目とも充実した内容であった。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 4 イベント内容の充実を図ったことにより、参加者が前年度より増加しており、東京2020大会を契機としたスポー
ツ振興に向け、更なる事業拡大が必要である。

効率性 3 事業目的を共有するスポーツ推進委員やスポーツボランティア等と連携することで、手際の良い効率的なイベ
ント運営ができた。

　一般財源（区負担額） 3,537 3,832 3,592

課題及び
今後の進め方

東京２０２０大会を契機としたスポーツ振興のため、一層の気運醸成を図る必要があることから、イベント内容の充実を
図る。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 1,266 1,362 1,627

75 38 5

　総経費 4,803 5,194 5,219

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 2,229 2,095 1,322

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 2,499 3,061 3,892

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

成果指標

参加者数 人 1,500 680 1,000 1,200

活動指標

900

H30年度

2,573 3,099

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

8 6 133.3%12 6 8

133.3%

3,897

アスリートから学ぶLet's Enjoyスポーツ

事
務
事
業
の
実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

スポーツイベント開催数 回 1 1 1 1

体験種目数 種目

1 100.0%

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 62 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

「するスポーツ」や「観るスポーツ」への関心を高めてもらうため、高いレベルの技術を持つアスリートの本物の迫力を間近で
観てもらい、スポーツの素晴らしさを感じてもらうとともに、オリンピック・パラリンピック種目の競技を体験できる絶好の機会を
提供する。
・実施日：平成３１年３月２４日
・会　場：台東リバーサイドスポーツセンター陸上競技場等
・種　目：マラソン、サッカー、テニス、ラグビー、ウィルチェアーラグビー、ブラインドサッカー、ボルダリング、ボッチャ

委託の有無 一部委託
委託内容 　 実施業務委託・ラグビー体験教室実施委託

補助金の有無 都

 [基本目標]

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 アスリートから学ぶLet's Enjoyスポーツ
所
管

教育委員会

スポーツ振興課

事業対象

事業目的 東京２０２０大会の気運醸成、障害者スポーツの普及・啓発

 [施　　策] 12　誰もがスポーツに親しむ機会の提供 [終了予定] 令和 年度

根拠法令等 その他 〔法令等名〕 なし

長期総合
計画体系

あらゆる世代が生涯にわたって成長し輝くまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 一般区民

同上


